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キーワード 疑似Ｘ線レーザー、弱電離線状プラズマ、単色Ｘ線、高調波 

高エネルギー放電により弱電離線状プラズマを形成し、プラズマ 

軸方向からレーザーに似た高い単色性のＸ線を発生させる。 

近年、高速で動く不透明物体の高速度可視化にフラッシュＸ線写真撮影法が利用されている。

たとえば、心臓の動的機能は、造影剤を血液中に混入し、心臓の形態をＸ線を用いて必要とさ

れる時刻に瞬間撮影することにより診断することができる。このような用途のＸ線源には、高

エネルギー、高強度の単色Ｘ線源が適している。このような単色Ｘ線は、様々な分野で利用・

応用されているが、シンクロトロン放射光とシリコン単結晶などを用いた単色平行Ｘ線が主で、

手軽にどこでも使用できるＸ線源はない。またＸ線レーザーの発振はノーベル賞に値するとい

われることから、発振に関する基礎研究も必須である。 

本発明のプラズマＸ線管は、高エネルギー放電により、棒状対陰極を蒸発させて対陰極物質

の陽イオンと電子からなる線状の弱電離プラズマを生成し、Ｘ線をプラズマ軸方向から取り出

す。弱電離プラズマ内では制動放射Ｘ線と特性Ｘ線が発生する。ここで、制動Ｘ線はプラズマ

に吸収され特性Ｘ線に変換される。一方、特性Ｘ線はプラズマを容易に透過するので、プラズ

マの軸方向から制動Ｘ線の無いクリーンな特性Ｘ線が発生する。

レーザーは誘導放出を利用した光の増幅を意味するが、この方法を用いて人体をも透過する

ハードＸ線レーザーを出力することはできない。このことから、近年では自由電子レーザーを

使ったハードＸ線レーザーの発振実験が計画されているが、ハードＸ線レーザーは未だ出力さ

れていな。この弱電離線状プラズマ法では自然放出により特性Ｘ線強度が増し、すでに高調波

も発生している。 

超高速度単色Ｘ線撮影やハードＸ線レーザー発振のための基礎研究に利用することができる。
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